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個別指導に弁護士が帯同できます

案
し
た
生
田
利
夫
会
員
の
議

長
選
出
が
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
。
生
田
議
長
は
、
宮
本
洋

二
会
員
を
書
記
に
指
名
。
議

案
の
提
案
に
入
っ
た
。

　
六
月
二
十
日
、
協
会
は
浦
和
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

に
て
、
第
四
八
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
三
〇
人

の
本
人
出
席
と
二
〇
〇
七
人
の
委
任
状
出
席
、
合
わ

せ
て
二
〇
三
七
人
の
出
席
数
に
よ
り
成
立
し
た
。
本

総
会
に
は
理
事
会
か
ら
八
議
案
が
提
案
さ
れ
た
。

　
第
六
号
議
案
「
役
員
選
出
」
は
、
理
事
会
か
ら
推

薦
し
た
候
補
者
名
簿
が
、
賛
成
二
〇
三
五
人
、
保
留

〇
人
、反
対
〇
人
の
採
決
結
果
に
よ
り
信
任
さ
れ
た
。

　
新
執
行
部
と
し
て
、
山
崎
利
彦
新
理
事
長
（
さ
い

た
ま
市
）
の
選
出
を
は
じ
め
、
副
理
事
長
に
橋
本
英

二
郎
氏
と
渡
部
義
弘
氏
、
常
任
理
事
に
石
津
英
喜
氏

と
柴
野
雅
宏
氏
を
新
任
し
、
計
一
七
人
の
新
体
制
と

な
っ
た
。
任
期
は
二
〇
二
三
年
の
定
期
総
会
終
了
ま

で
の
二
年
間
と
な
る
。

　
そ
の
他
の「
活
動
方
針
」「
二
一
年
度
予
算
」や「
資

格
審
査
委
員
の
選
出
」「
顧
問
の
承
認
」
等
の
議
案

も
全
て
賛
成
多
数
に
よ
り
決
定
、
承
認
さ
れ
た
。
医

療
環
境
も
経
営
も
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

医
療
界
全
体
を
守
る
施
策
の
実
現
と
新
自
由
主
義
、

医
療
費
抑
制
策
の
転
換
を
求
め
る
等
の
方
針
を
採
択

し
た
。
理
事
会
提
案
に
「
賛
成
」
の
委
任
状
数
は
有

効
数
の
み
で
も
二
〇
〇
七
人
と
な
っ
た
。
医
科
会
員

か
ら
一
一
七
〇
人
、
歯
科
会
員
か
ら
八
三
七
人
と
多

く
の
会
員
か
ら
本
総
会
へ
信
任
が
示
さ
れ
た
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
拡
大
を
受
け
、
今
年
も
記
念

講
演
等
は
開
催
せ
ず
、
総
会
本
体
の
み
を
短
時
間
で

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
多
数
の
会
員
の
協
力

に
よ
り
無
事
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
た
。（
関
連

二
、
三
面
）

れ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
提
案

を
担
当
し
た
山
崎
副
理
事

長
、
松
本
副
理
事
長
が
質
問

内
容
を
紹
介
の
う
え
回
答
し

た
。

　
そ
の
後
、
一
人
の
出
席
者

か
ら
会
費
減
免
の
見
通
し
と

事
務
机
や
椅
子
の
購
入
に
関

す
る
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　
採
決
は
、
一
号
か
ら
四
号

を
ま
と
め
て
、
五
号
の
み
別

に
行
っ
た
。
議
場
の
出
席
者

数
は
本
人
出
席
二
八
人
（
議

長
、
書
記
除
く
）、
委
任
状

出
席
二
〇
〇
七
人
、
と
報
告

さ
れ
た
。
一
号
か
ら
四
号
議

案
は
、
反
対
〇
人
、
保
留
三

人
、
賛
成
二
〇
三
二
人
で
、

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
は
可

決
。
五
号
議
案
は
、
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。

６
号
の

役
員
選
出

　
大
場
理
事
長
よ
り
、
四
八

回
定
期
総
会
終
了
後
か
ら
二

〇
二
三
年
の
定
期
総
会
終
了

ま
で
を
任
期
と
す
る
、
埼
玉

県
保
険
医
協
会
の
役
員
候
補

者
と
し
て
「
理
事
会
推
薦
役

員
候
補
者
名
簿
」
が
提
案
さ

れ
た
。
質
疑
の
中
で
は
、
歯

科
役
員
に
つ
い
て
要
望
が
出

さ
れ
た
。
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２
面　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
強
行
す
べ
き
か
」

３
面
…
理
事
長
就
任
挨
拶

４
面
…
院
長
必
見
！
無
期
雇
用
転
換
ル
ー
ル
へ
の
対
応

は
お
済
み
で
す
か
？

５
面
…
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の
ひ
っ
迫

と
医
療
政
策
の
課
題
（
後
編
）

主な記事

新理事長に山崎利彦氏を選出
過去最多 2035人の信任で

い
る
」
と
述
べ
た
。

成
立
確
認
と

議
長
選
任

　
続
い
て
、
司
会
の
渡
部
義

弘
常
任
理
事
が
、
開
始
十
分

前
の
時
点
で
、
本
人
出
席
が

二
一
人
、
委
任
状
出
席
が
二

〇
〇
六
人
と
紹
介
。
四
月
時

点
の
会
員
数
四
二
三
五
人
の

二
〇
％
で
あ
る
八
四
七
人
を

超
え
る
出
席
者
数
が
あ
る
こ

と
を
報
告
し
総
会
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
続
く
議
長
選
出
で
は
、
フ

ロ
ア
か
ら
立
候
補
や
推
薦
が

な
く
、
理
事
会
よ
り
推
薦
提

　
第
四
八
回
定
期
総
会
が
六
月
二
十
日

に
開
催
さ
れ
、
理
事
会
か
ら
の
提
案
議

案
は
す
べ
て
滞
り
な
く
決
定
で
き
、
新

執
行
部
体
制
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
委
任
状
出
席

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
会
員

の
皆
様
方
や
当
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に

も
関
わ
ら
ず
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
様
方
に
は
改
め
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
理
事
長
就
任
挨
拶
は
三
面
掲
載
）

総
会
御
礼

新
理
事
長
　
山
崎 

利
彦

生
田
議
長

議
案
の
提
案

　
一
号
議
案
「
二
〇
二
〇
年

度
活
動
総
括
案
」
と
二
号
議

案
「
二
〇
二
一
年
度
活
動
方

針
案
」
は
、
山
崎
利
彦
副
理

事
長
が
ま
と
め
て
提
案
し

た
。

　
三
号
議
案
「
二
〇
二
〇
年

度
の
会
計
決
算
報
告
案
」
と

四
号
議
案
「
二
〇
二
一
年
度

会
計
予
算
案
」
は
松
本
光
正

副
理
事
長
が
ま
と
め
て
提
案

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
前
年
度
予
算
で
は
積
立
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
予
算
化

し
た
が
、
会
費
の
減
免
要
望

は
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め

結
果
的
に
は
繰
り
入
れ
は
し

な
か
っ
た
こ
と
、
今
年
度
予

算
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に

関
連
す
る
災
害
積
立
金
の
繰

り
入
れ
は
予
算
化
し
て
い
な

い
提
案
等
を
行
っ
た
。

　
続
け
て
里
村
淳
監
事
が
監

査
報
告
を
行
っ
た
。

　
五
号
議
案
「
会
員
処
分
報

告
」
は
医
道
審
議
会
に
て
処

分
を
受
け
た
会
員
に
退
会
勧

告
を
し
た
事
例
に
つ
い
て
山

崎
副
理
事
長
が
報
告
を
行
っ

た
。討

論
と
採
決

　
会
員
か
ら
事
前
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
や
質
問
で
は
「
医

療
機
関
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
海
外
か
ら
の
入
国
者
に

対
し
て
十
四
日
間
の
厳
格
な

管
理
」
を
求
め
る
意
見
、「
感

染
者
の
人
数
や
国
籍
の
公

開
」
を
求
め
る
意
見
、「
歯

科
医
師
会
未
加
入
の
歯
科
医

師
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
に
協
力
で
き
る

よ
う
協
会
に
取
り
次
ぎ
」
を

求
め
る
要
望
、
決
算
報
告
に

関
す
る
質
問
な
ど
が
寄
せ
ら

  

採
決
は
、
挙
手
に
よ
り
行

わ
れ
た
。

　
議
場
の
出
席
者
数
は
本
人

出
席
二
八
人
（
議
長
、
書
記

除
く
）、
委
任
状
出
席
二
〇

〇
七
人
、
と
報
告
さ
れ
た
。

六
号
議
案
は
、
反
対
〇
人
、

保
留
〇
人
、
賛
成
二
〇
三
五

人
で
提
案
が
可
決
さ
れ
、
新

理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
新

執
行
部
が
選
出
さ
れ
た
。

資
格
審
査
委
員

を
選
出

　
資
格
審
査
委
員
の
選
出
を

行
う
七
号
議
案
は
橋
本
英
二

郎
常
任
理
事
が
提
案
。

　
理
事
会
か
ら
の
、
笠
原
宏

氏
、
穴
井
恭
市
氏
、
塩
浜
康

輝
氏
、
篠
澤
隆
氏
、
四
人
を

推
薦
す
る
提
案
に
対
し
、
拍

手
に
よ
る
賛
成
多
数
の
承
認

を
確
認
し
、
四
人
の
資
格
審

査
委
員
を
選
出
し
た
。
二
年

後
の
定
期
総
会
終
了
時
ま
で

が
任
期
と
な
る
。

（
三
面
に
続
く
）

 

協
会
が
厚
生
局
に
毎
年
行
っ
て
い
る
個
別
指
導
に
関
す

る
情
報
開
示
資
料
が
六
月
一
日
開
示
さ
れ
た
。

　
二
〇
二
一
年
度
の
特
徴
と
し
て
、
平
均
点
数
が
医
科
・

歯
科
と
も
に
大
き
く
上
が
っ
て
い
る
。（

四
、
五
面
に
続
く
）

２
０
２
１
年
度
の
個
別
指
導

情
報
開
示
資
料
掲
載

松
本
副
理
事
長

　
総
会
冒
頭
の
開
会
挨
拶

で
、
大
場
敏
明
理
事
長
は

「
六
月
現
在
の
会
員
は
四
二

四
二
人
と
な
り
協
会
創
立
以

来
、
最
多
の
会
員
の
中
で
総

会
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
た
い
」「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
19
は
国
の
対
応
次
第
で
は

も
っ
と
抑
制
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
年
の
状
況
は
菅
政

権
の
人
災
と
も
い
え
る
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
れ
ば

間
違
い
な
く
医
療
へ
の
負
荷

が
増
す
こ
と
に
な
る
」「
政

府
は
社
会
保
障
を
抑
制
す
る

方
針
を
示
す
が
、
新
自
由
主

義
的
政
策
の
転
換
、
医
療
界

を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

渡
部
常
任
理
事

大
場
理
事
長

宮
本
書
記

里
村
監
事

第48回
定期総会  

橋
本
常
任
理
事


